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高
野
へ
の
道
と
い
え
ば
慈
尊
院
か
ら
上
が
っ

て
い
く
町
石
道
や
、
近
世
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で

あ
る
橋
本
ー
学
文
路
ー
河
根
ー
西
郷
ー
神
谷
ー

不
動
坂
ー
女
人
堂
の
高
野
京
街
道
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
大

正
期
に
入
っ
て
唯
一
の
高
野
街
道
と
な
っ
た
高

野
口
駅
ー
椎
出
ー
長
坂
ー
神
谷
ル
ー
ト
で
す
。 

  

紀
和
鉄
道
の
開
通 

　
明
治
33
年
11
月
に
、
紀
和
鉄
道
（
和
歌
山
ー

五
条
）
が
全
通
し
、
34
年
３
月
に
名
倉
駅
が
設

置
さ
れ
て
か
ら
、
椎
出
を
通
り
最
短
コ
ー
ス
で

高
野
山
に
到
達
で
き
る
高
野
往
来
が
俄
然
脚
光

を
浴
び
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
明

治
36
年
１
月
に
は
名
倉
駅
が
高
野
口
駅
と
改
称

さ
れ
、
名
実
と
も
に
高
野
山
の
玄
関
口
と
し
て

活
況
を
呈
し
て
き
ま
す
。
高
野
口
駅
の
乗
降
客

で
は
、
明
治
37
年
度
に
早
く
も
橋
本
駅
を
抜
き

13
万
３
８
２
４
人
（
乗
客
６
万
７
６
１
３
人
、

降
客
６
万
６
２
１
１
人
）
と
和
歌
山
駅
、
粉
河

駅
に
次
ぎ
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
明
治
30
年
代
初
頭
よ
り
、
県
は
高
野

へ
通
じ
る
車
道
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
が
、
当
時
の
県
道
高
野
街
道
で
あ
る

高
野
京
街
道
の
う
ち
橋
本
か
ら
河
根
ま
で
、
３

万
円
以
上
投
じ
て
改
修
し
た
段
階
で
断
念
し
て

い
ま
し
た
。
河
根
か
ら
神
谷
ま
で
は
、
従
来
か

ら
の
西
郷
ル
ー
ト
は
傾
斜
が
き
つ
く
車
道
に
適

せ
ず
、
東
郷
か
ら
の
迂
回
路
も
工
事
困
難
で
し 

     

た
。 

　
今
の
感
覚
で
車
道
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
自

動
車
の
通
る
道
を
想
像
し
ま
す
が
、
人
力
車
や

荷
車
が
通
れ
る
道
と
い
う
こ
と
で
す
。
和
歌
山

県
に
自
動
車
が
登
場
す
る
の
は
大
正
２
年
か
ら

で
す
。 

早
す
ぎ
た
古
沢
・
矢
立
線 

　
高
野
参
詣
の
人
の
流
れ
が
、
高
野
京
街
道
か

ら
高
野
往
来
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

つ
ぎ
に
県
が
計
画
し
た
車
道
は
高
野
口
駅
ー
椎

出
ー
古
沢
ー
矢
立
ー
大
門
ル
ー
ト
で
す
。
工
事

費
は
10
万
円
で
、
当
時
の
県
予
算
の
１
割
に
相

当
す
る
大
事
業
で

し
た
。
し
か
し
、

こ
の
計
画
は
、
明

治
41
年
・
43
年
と

も
県
会
で
否
決
さ

れ
、
42
年
に
至
っ

て
は
県
会
提
案
前

の
県
参
事
会
の
場

で
撤
回
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。 

　
結
局
、
明
治
43

年
県
会
で
高
野
へ

の
車
道
そ
の
も
の

を
断
念
し
、
里
道

高
野
往
来
を
県
道

と
認
定
し
、
快
適

な
人
馬
道
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が

ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
「
鉄
道
の
計
画
が
あ
る
。
距
離
が
遠

す
ぎ
る
」
と
県
会
で
評
判
の
悪
か
っ
た
古
沢
、

矢
立
ま
わ
り
の
道
は
、
半
世
紀
後
の
昭
和
35
年

道
路
公
団
の
高
野
山
有
料
道
路
と
し
て
よ
み
が

え
り
ま
す
。 

  

厳
選
さ
れ
た
県
道 

　
和
歌
山
県
に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

県
内
の
道
路
体
系
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
、
明

治
45
年
６
月
の
「
道
路
に
関
す
る
経
費
支
弁
並

び
に
補
助
規
則
」
か
ら
で
、
大
正
２
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
指
定
し
て
い

た
県
道
の
な
か
に
は
龍
神
街
道
の
城
ヶ
森
越
え

の
よ
う
に
廃
道
状
態
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
交
通
量
や
道
路
の
実
態
に
即
し
て
、
現 

                  

                

実
的
に
県
内
道
路
を
再
編
成
し
た
も
の
で
す
。

県
道
は
39
路
線
、
総
延
長
１
３
２
里
12
町
（
１

里
＝
３
９
２
７
ｍ
、
１
町
＝
１
０
９
ｍ
）
と

な
り
、
施
行
前
の
路
線
数
よ
り
11
路
線
も
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
短
い
路
線
が
増
え
た
か

ら
で
、
総
延
長
は
逆
に
60
里
減
少
し
て
い
ま
す
。

県
道
と
い
っ
て
も
、
大
正
９
年
４
月
１
日
の

道
路
法
施
行
以
前
は
国
が
府
県
道
認
可
手
続

き
を
し
て
い
な
い
た
め
、
仮
の
県
道
（
仮
定

県
道
）
で
す
。 

　
ま
た
、
県
費
支
弁
里
道
と
し
て
31
路
線
、
総

延
長
１
１
７
里
３
町
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
費
支
弁
里
道
は
県
道
と
里
道
（
市
町
村
道
）

の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、
大
幅
に
県
道
を

減
ら
し
た
代
替
措
置
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
と
も

と
県
費
支
弁
里
道
は
、
和
歌
山
市
・
田
辺
町
・

新
宮
町
の
市
街
地
道
路
整
備
や
迂
回
路
に
よ
る

県
道
の
路
線
変
更
な
ど
に
際
し
て
、
県
事
業
と

し
て
里
道
を
改
修
す
る
た
め
の
特
例
で
し
た
。 

国鉄和歌山線 

大和街道 

西
高
野
街
道 

東
高
野
街
道 

高
野
街
道 

鞆淵往来 

花坂越高野往来 

和歌山県管内図（『和歌山県統計書』大正2年版付図）より、 
高野街道関係箇所を転載　　カラーは加筆 
　  県道、   県費支弁里道、　主要な里道 
 

高野街道の道標（椎出） 



３
つ
の
高
野
街
道 

　
こ
の
道
路
規
則
に
よ
り
、
孝
子
街
道
、
古
座

街
道
な
ど
多
く
の
路
線
が
県
道
か
ら
県
費
支
弁

里
道
に
格
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
ー
龍
神

に
変
わ
っ
て
新
た
に
龍
神
街
道
と
な
っ
た
南
部

ー
龍
神
も
県
費
支
弁
里
道
に
止
ま
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ま
で
３
ル
ー
ト
あ
っ
た
県
道
高
野
街
道

に
つ
い
て
は
、
橋
本
ー
河
根
ー
神
谷
と
笠
田
ー

花
坂
ー
大
門
は
そ
れ
ぞ
れ
県
費
支
弁
里
道
「
東

高
野
街
道
」
「
西
高
野
街
道
」
と
さ
れ
、
麻
生

津
か
ら
の
道
は
、
管
内
図
に
も
記
載
さ
れ
な
い

た
だ
の
里
道
に
な
り
ま
し
た
。
か
わ
っ
て
唯
一

の
県
道
「
高
野
街
道
」
と
な
っ
た
の
は
、
も
と

の
里
道
高
野
往
来
（
高
野
口
駅
ー
椎
出
ー
長
坂

ー
神
谷
ー
不
動
坂
ー
女
人
堂
）
で
し
た
。
市
街

地
道
路
な
ど
短
い
路
線
を
除
け
ば
、
里
道
が
県

費
支
弁
里
道
を
飛
び
越
え
て
県
道
に
な
っ
た
の

は
新
高
野
街
道
だ
け
で
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
道
・
県
道
は
す
べ
て
「
街

道
」
で
し
た
が
、
こ
の
規
則
で
初
め
て
県
道
に 

               

 

と
い
う
道
路
名
が
現
れ

ま
す
。
市
街
地
や
幹
線

道
路
か
ら
鉄
道
駅
ま
で

の
短
い
連
絡
道
路
に
和

歌
山
停
車
場
道
、
名
手

停
車
場
道
な
ど
13
路
線
、

港
湾
と
の
連
絡
道
路
は

有
田
港
道
、
新
宮
港
道

な
ど
７
路
線
で
す
。
こ

れ
ら
20
路
線
の
う
ち
、

長
さ
が
１
里
以
上
あ
っ

た
の
は
、
わ
ず
か
に
由

良
港
道
（
１
里
18
町
）

と
大
崎
港
道
（
１
里
12

町
）
だ
け
で
し
た
。 

　
そ
れ
に
し
て
も
、
明

治
45
年
の
道
路
規
則
で
、

県
道
の
過
半
数
が
駅
や

港
へ
の
連
絡
道
路
と
な

っ
た
の
は
、
当
時
鉄
道

と
海
運
が
い
か
に
重
要

な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い

ま
す
。 

高
野
街
道
の
道
路
改
修 

　
晴
れ
て
県
道
と
な
っ
た
新
高
野
街
道
に
と
っ

て
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
す
る
転
換
点
と
な
っ

た
の
は
、
大
正
４
年
４
月
１
日
か
ら
50
日
間
行

わ
れ
た
高
野
山
開
創
１
千
百
年
紀
念
大
法
会
で

す
。
こ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
高
野
街
道
の

大
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
、
高
野
口
ー
椎
出
は

幅
２
間
半
（
１
間
＝
１
・
８
ｍ
）
の
車
道
、
椎

出
ー
長
坂
ー
神
谷
ー
不
動
坂
ー
女
人
堂
は
１
間

半
の
歩
き
や
す
い
道
と
な
り
ま
し
た
。 

　
『
和
歌
山
県
統
計
書
』
に
街
道
ご
と
の
道
路

橋
梁
費
決
算
額
が
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
大
正
５
年
版
（
４
年
度
決
算
額
）
か
ら
で

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
新
高
野
街
道
の
大
改
修

が
行
わ
れ
た
大
正
３
年
度
決
算
額
が
１
年
違
い

で
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
大
正
４
年
度
か
ら
大
正
８
年
度
ま
で
、
高
野

３
街
道
５
年
間
の
決
算
額
合
計
は
、
高
野
街
道

（
３
里
24
町
）
４
万
36
円
、
東
高
野
街
道
（
３

里
11
町
）
３
１
２
８
円
、
西
高
野
街
道
（
５
里

３
町
）
４
１
７
５
円
と
な
っ
て
お
り
、
大
改
修

が
終
わ
っ
た
あ
と
も
新
高
野
街
道
の
決
算
額
が

１
桁
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

乗
合
自
動
車
の
普
及 

　
明
治
41
年
か
ら
高
野
山
へ
の
車
道
建
設
計
画

が
県
会
で
反
対
さ
れ
つ
づ
け
、
45
年
の
道
路
規

則
で
県
道
認
定
を
厳
し
く
で
き
た
の
も
、
明
治

末
期
、
和
歌
山
県
で
は
鉄
道
と
海
運
に
圧
倒
さ

れ
て
、
道
路
需
要
が
最
も
低
下
し
て
い
た
か
ら

で
す
。 

　
大
正
２
年
、
県
内
に
も
初
め
て
３
台
の
自
動

車
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

正
８
年
に
は
13
台
、
13
年
に
は
１
３
４
台
と
急

増
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
カ
ー
で
は
な
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乗
合
自
動
車
か
貨
物
自
動
車

な
ど
業
務
用
の
車
で
す
。 

　
乗
合
自
動
車
が
普
及
し
は
じ
め
、
道
路
法
が

で
き
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
道
路
建
設
の
時
代

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

道
路
法
の
施
行
と
県
道
の
増
加 

　
大
正
９
年
道
路
法
の
施
行
時
、
東
高
野
街
道

や
西
高
野
街
道
な
ど
多
く
の
県
費
支
弁
里
道
が
、 
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「
停
車
場
道
」と「
港
道
」 

高野街道（神谷） 

東高野街道（河根） 

高野街道 東高野街道 高野街道と東高野街道の分岐（神谷） 



県
道
に
昇
格
し
た
た
め
、
一
挙
に
73
路
線
２

１
２
里
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
郡
道
の

編
入
等
も
あ
り
大
正
12
年
に
は
１
３
７
路
線
、

３
３
３
里
、
昭
和
３
年
に
は
１
８
３
路
線
、

４
２
５
里
と
飛
躍
的
に
県
道
が
増
加
し
て
い

き
ま
し
た
。
道
路
法
施
行
前
と
比
べ
る
と
、
わ

ず
か
８
年
で
県
道
延
長
は
３
・
２
倍
に
な
り
ま

し
た
。 

　
一
方
、
大
正
９
年
以
降
、
年
額
20
万
円
か
ら

40
万
円
台
と
し
だ
い
に
増
加
し
て
き
た
道
路
橋

梁
費
は
、
大
正
13
年
度
に
は
94
万
２
千
円
と
倍

増
し
、
土
木
費
決
算
額
の
60
％
を
越
え
ま
し
た
。

そ
の
後
３
年
間
は
80
万
円
台
で
推
移
し
ま
す
が
、

昭
和
３
年
度
に
は
、
初
め
て
１
０
０
万
円
を
突

破
し
、
４
年
度
に
は
不
況
対
策
も
あ
り
１
６
２

万
円
と
県
歳
出
全
体
（
６
６
３
万
円
）
の
１
／

４
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。 

　
道
路
橋
梁
費
に
つ
い
て
は
、
県
の

基
幹
道
路
で
あ
る
旧
熊
野
街
道
と
旧

大
和
街
道
を
県
道
甲
号
線
と
し
て
、

集
中
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
大
正
９

年
当
時
認
定
し
て
い
た
他
の
県
道
は

乙
号
線
、
大
正
12
年
以
降
の
郡
道
昇

格
な
ど
に
よ
る
新
規
認
定
路
線
を
丙

号
線
と
し
ま
し
た
。
道
路
法
施
行
前

ま
で
の
よ
う
に
県
道
が
厳
選
さ
れ
て

い
た
な
ら
と
も
か
く
、
こ
れ
だ
け
県

道
が
多
く
な
る
と
、
新
た
な
ク
ラ
ス

分
け
が
必
要
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

道
路
橋
梁
費
が
増
加
し
た
と
い
っ
て

も
、
乙
号
線
、
ま
し
て
や
丙
号
線
ま

で
改
修
費
が
十
分
行
き
渡
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
、
地
元
の
寄
付
金
も
甲
号

線
１
割
、
乙
号
線
２
割
、
丙
号
線
３

割
と
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
街
道
」
が
消
え
る 

　
道
路
法
の
施
行
に
伴
い
、
道
路
名
は
起
点
終

点
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
正
式
な
道
路

名
か
ら
「
街
道
」
が
消
え
ま
し
た
。 

　
高
野
街
道
、
西
高
野
街
道
、
東
高
野
街
道
は
、

そ
れ
ぞ
れ
高
野
高
野
口
停
車
場
線
、
高
野
笠
田

停
車
場
線
、
高
野
橋
本
線
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
法
施
行
前
に
大
規
模
な
改
修
が
終
了
し
て

い
た
高
野
高
野
口
停
車
場
線
の
道
路
橋
梁
費
は

お
お
む
ね
５
千
円
程
度
で
推
移
し
、
年
に
よ
っ

て
は
高
野
笠
田
停
車
場
線
の
ほ
う
が
大
き
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
大
正
13
年
度
１
万
８
７

５
９
円
）
。
し
か
し
旧
東
高
野
街
道
で
あ
る
高

野
橋
本
線
は
、
多
い
年
で
も
２
千
円
を
少
し
越

え
る
く
ら
い
で
、
相
変
わ
ら
ず
最
低
限
の
道
路

維
持
費
し
か
で
て
い
ま
せ
ん
。 

                   

 

高
野
口
の
繁
栄 

　
大
正
４
年
の
高
野
山
開
創
１
千
百
年
紀
念
大

法
会
か
ら
大
正
14
年
南
海
高
野
線
の
高
野
下
駅

（
椎
出
）
が
で
き
る
ま
で
の
10
年
間
が
高
野
街

道
（
高
野
口
駅
ー
女
人
堂
）
の
絶
頂
期
で
す
。

年
間
数
10
万
人
の
高
野
参
詣
客
が
行
き
来
す
る

県
内
で
最
も
に
ぎ
わ
っ
た
街
道
で
し
た
。 

　
高
野
口
駅
の
乗
降
客
も
、
和
歌
山
線
で
は
大

正
８
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
６
年
連
続
首
位
で
、

県
全
体
の
鉄
道
駅
の
中
で
も
、
南
海
和
歌
山
市

駅
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
続
け
ま
し
た
。
ピ
ー
ク

時
の
大
正
12
、
13
年
に
は
年
間
乗
降
客
は
１
０

０
万
人
（
大
正
13
年
度
乗
客 

54
万
３
８
０
５

人
、
降
客
52
万
２
９
０
５
人
）
を
突
破
し
て
い

ま
す
。 

　
経
済
的
な
波
及
効
果
も
大
き
く
、
高
野
口
駅

前
や
椎
出
に
は
、
多
く
の
旅
館
が
軒
を
連
ね
ま

し
た
。
駅
名
を
町
名
に
し
た
高
野
口
町（
旧
名
倉

村
）の
人
口
は
大
正
期
を
通
じ
て
１
・
５
倍
増
加

し
、
大
正
末
に
は
４
４
０
９
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
正
８
年
４
月
15
日
か
ら
高
野
登
山
自
動
車

株
式
会
社
に
よ
る
高
野
口
駅
か
ら
椎
出
ま
で
の

乗
合
自
動
車
の
運
行
も
始
ま
り
ま
し
た
。
会
社

は
椎
出
か
ら
神
谷
へ
の
延
長
を
企
て
ま
す
が
、

い
く
ら
な
ん
で
も
こ
の
間
の
道
幅
は
１
間
半
し

か
な
く
、
歩
行
者
や
人
力
車
に
は
危
険
で
し
た
。

こ
の
時
は
人
力
車
夫
や
駕
籠
夫
の
猛
反
発
も
あ

り
、
路
線
延
長
は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

高
野
へ
の
鉄
道 

　
昭
和
４
年
、
高
野
山
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に

よ
り
高
野
下
駅
（
椎
出
）
か
ら
極
楽
橋
ま
で
鉄

道
が
通
じ
、
翌
年
に
は
高
野
山
ま
で
の
ケ
ー
ブ

ル
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
高
野
登
山
者
は
電

車
に
乗
っ
て
橋
本
か
ら
高
野
へ
直
接
行
け
る
こ 

                 

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
鉄
道
が
高
野
下
駅
止
ま
り
な
ら
ま
だ
し
も
、

高
野
山
ま
で
通
じ
て
は
、
さ
し
も
の
繁
栄
を
誇

っ
た
高
野
街
道
も
、
一
気
に
衰
退
し
ま
し
た
。

と
く
に
椎
出
か
ら
神
谷
に
か
け
て
は
、
ほ
と
ん 

ど
民
家
は
な
く
、
そ
の
凋
落
は
著
し
い
も
の
が 

あ
り
ま
す
。
今
で
は
こ
の
区
間
の
神
谷
側
は
完

全
に
廃
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
紀
和
鉄
道
の
開
通
を
き
っ
か
け
に
、
参
詣
道

路
・
観
光
道
路
と
し
て
短
期
間
に
急
成
長
し
た

大
正
の
高
野
街
道
は
、
そ
れ
だ
け
交
通
環
境
の

変
化
に
も
弱
く
、
高
野
山
電
気
鉄
道
の
開
通
に

よ
り
、
今
度
は
急
速
に
衰
え
ま
し
た
。 

 

　
本
記
事
は
『
和
歌
山
県
統
計
書
』
『
和
歌
山

県
議
会
史
』
『
和
歌
山
県
警
察
史
』
『
高
野
口

町
誌
』
『
九
度
山
町
史
史
料
編
』
な
ど
を
参
考

に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
森
脇
義
夫
） 
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貸
り
女
房 

　
当
館
が
所
蔵
す
る
那
賀
郡
粉
河
町
荒
見
、
北

家
文
書
に
は
、
荒
見
村
の
氏
神
で
あ
っ
た
九
頭

神
社
の
祭
礼
に
関
す
る
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
、
年
未
詳
辰
九
月
の
口

上
書
（
北
家
文
書
キ
ー
48
）
に
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
り
ま
す
。
「
…
講
中
御
幣
を
相
受
け
候

せ
つ
、
女
房
ご
ざ
な
き
者
は
宮
座
筋
の
者
の
娘

を
借
用
仕
り
、
貸
り
女
房
と
仕
り
候
仕
来
り
候

…
」
九
頭
神
社
を
祭
る
組
織
で
あ
る
荒
見
村
の

宮
座
は
、
上
庁
と
下
庁
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
。

上
庁
は
北
・
西
・
新
家
の
地
士
（
地
侍
）
と
そ

の
分
家
の
七
家
か
ら
、
下
庁
は
地
士
の
家
来
筋

や
村
内
の
旧
家
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
庁
の
メ
ン
バ
ー
に
は
祭
礼
を
主
催
す
る
頭
屋

が
順
番
に
廻
っ
て
き
ま
し
た
。
頭
屋
に
当
た
っ

た
者
は
自
宅
に
「
御
仮
屋
」
と
呼
ば
れ
た
祠
を

杉
の
葉
で
作
り
、
そ
の
中
に
神
霊
を
移
し
た
御

幣
を
祭
り
ま
し
た
。
先
の
資
料
は
、
独
身
の
男

性
が
頭
屋
に
当
た
っ
た
場
合
、
村
内
か
ら
年
相

応
の
未
婚
の
娘
を
「
貸
り
女
房
」（
文
字
は
資
料

の
マ
マ
）
と
呼
ぶ
臨
時
の
妻
と
し
、
男
性
と
一 

        

     

緒
に
祭
礼
に
従
事
さ
せ
る
と
い
う
慣
行
が
あ
っ

た
事
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
特
異
な

状
況
に
思
え
ま
す
が
、
荒
見
村
だ
け
の
特
殊
な

慣
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
様
の
事
例

は
、
島
根
県
松
江
市
、
神
魂
神
社
の
祷
家
神
事

を
見
学
に
行
っ
た
時
に
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

祷
家
神
事
で
は
未
婚
の
男
性
が
祷
家
に
当
た
る

と
、
急
い
で
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
言
い
伝
え
を
聞
き
取
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
一
月
吉
日
を
選
び
、
新
た
に
祷
家
を
受
け

た
家
に
は
「
お
芝
」（
写
真
１
）
が
作
ら
れ
神
霊

を
祭
り
ま
す
。
祷
家
は
毎
日
お
芝
を
礼
拝
し
ま

す
。
翌
年
の
一
月
四
日
、
祷
家
宅
か
ら
神
輿
が

出
発
し
、
祷
家
夫
婦
は
神
魂
神
社
鳥
居
前
で
そ

の
神
輿
を
迎
え
ま
す
（
写
真
２
）。荒
見
村
の
祭

礼
で
も
、
こ
の
様
な
光
景
を
見
る
事
が
出
来
た

　 
             

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
日
高
町
阿
尾
、
白
髭
神
社
の
ク
エ
祭
り
も
頭

屋
に
よ
っ
て
祭
礼
が
営
ま
れ
ま
す
が
、
頭
屋
は

夫
婦
と
も
健
在
で
あ
る
事
が
就
任
の
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。
頭
屋
の
妻
は
「
桝
取
り
」
と
呼

ば
れ
、
主
と
し
て
裏
方
の
担
当
と
な
り
、
神
饌

の
準
備
等
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
頭
屋
宅
か

ら
神
社
へ
の
お
渡
り
に
際
し
て
は
、
頭
屋
の
妻

の
「
桝
取
り
」
で
は
な
く
、
同
じ
く
「
桝
取
り
」

と
称
す
る
女
装
し
た
男
性
（
写
真
３
）
が
参
加

し
て
い
ま
す
。 

                     

　
各
地
の
祭
礼
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
巧
妙

な
手
法
で
女
性
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
に
し
て
い

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
写
真
４
も
女
装
し
た
男

性
で
「
お
ん
な
り
持
ち
」
と
呼
ば
れ
、
花
園
村

梁
瀬
、
遍
照
寺
で
行
わ
れ
る
御
田
の
「
昼
飯
持

ち
」
の
場
面
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
正
月
年
頭

に
は
そ
の
年
の
災
い
を
除
き
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
「
修
正
会
」
と
呼
ば
れ
る
法
要
が
行
わ
れ
、

余
興
と
し
て
様
々
な
芸
能
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

御
田
は
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

遍
照
寺
の
御
田
は
、
婿
と
舅
（
福
太
郎
と
黒
し

ら
げ
と
も
言
う
）
二
人
の
掛
け
合
い
を
中
心
に

三
時
間
近
く
を
か
け
て
、
模
擬
的
に
農
作
業
を

行
い
ま
す
。
こ
の
祭
礼
は
、
長
男
し
か
参
加
で

き
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
「
お
ん
な
り
持
ち
」
は
奈
良
県
下
の
御
田
植

神
事
の
、
昼
食
や
出
産
の
場
面
に
も
登
場
し
、

そ
こ
で
は
「
オ
ナ
リ
」
や
「
ウ
ナ
リ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
出
産
場
面
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
男
性
の
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。
著
名
な
例

で
は
熊
本
県
阿
蘇
神
社
の
「
ウ
ナ
リ
」（
写
真
５
）

が
あ
り
ま
す
。
「
神
様
の
弁
当
箱
」
と
も
呼
ば

れ
る
、
神
饌
を
納
め
る
唐
櫃
を
頭
上
に
頂
き
、

田
植
式
の
お
渡
り
に
参
加
し
ま
す
。
阿
蘇
神
社

の
ウ
ナ
リ
は
社
家
の
女
性
が
勤
め
た
と
伝
承
さ

れ
、
社
家
の
妻
の
役
で
あ
っ
た
と
考
え
る
事
が

最
も
自
然
な
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
祭
礼
は
男
性
が
主
体
と
な

っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
女
性
の
関
与
が
必
須
と
さ
れ
、 
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ま
た
お
ん
な
り
持
ち
や
ウ
ナ
リ
の
よ
う
な
、
最

初
か
ら
女
性
の
役
割
を
念
頭
に
設
定
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
場
合
も
存
在
し
て
い
ま
す
。 

　
男
性
主
体
の
祭
礼
は
本
土
を
離
れ
沖
縄
に
向

か
う
と
、
全
く
逆
の
状
況
と
な
り
ま
す
。
女
性

が
祭
礼
の
前
面
に
現
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は

「
ノ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
司
祭
を
中
心
に
祭

礼
を
行
い
ま
す
。
石
垣
島
や
西
表
島
で
は
「
ツ

カ
サ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
村
々
に
は
御
嶽

と
言
う
、
氏
神
に
相
当
す
る
宗
教
施
設
が
あ
り

ま
す
。
礼
拝
の
対
象
と
な
る
神
社
建
築
の
よ
う

な
建
物
は
な
く
、
木
々
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
聖

地
が
あ
る
の
み
で
す
。
ウ
タ
キ
の
最
も
神
聖
な

場
所
は
「
イ
ベ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
立
ち
入

る
事
が
出
来
る
の
は
、
女
性
の
み
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
写
真
６
は
西
表
島
祖
納
の
、
正
月
迎

え
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
節
祭
」
当
日
に
、
イ

ベ
に
祈
願
す
る
ツ
カ
サ
で
す
。
イ
ベ
の
手
前
に

は
拝
殿
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
男
性
司
祭
で

あ
る
「
チ
ヂ
ビ
」
が
控
え
て
い
ま
す
。 

               

　
こ
の
よ
う
に
、
本
土
は
男
性
が
、
沖
縄
は
女

性
が
中
心
に
見
え
て
は
い
ま
す
が
、
男
性
と
女

性
が
そ
ろ
っ
て
祭
礼
を
勤
め
る
事
が
基
本
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

妻
の
後
ろ
座 

　
荒
見
村
の
祭
礼
で
興
味
深
い
の
は
、
祭
礼
を

主
催
す
る
頭
屋
に
女
性
が
関
与
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
神
社
を
祭
る
宮
座
組
織
に
、
女
性
の
座

が
存
在
し
て
い
た
事
を
示
す
資
料
が
残
さ
れ
て

い
る
事
で
す
。
経
済
的
な
理
由
の
た
め
で
し
ょ

う
か
、
宮
座
へ
の
出
座
を
休
ん
で
い
た
善
四
郎

が
、
宮
座
へ
再
出
座
す
る
こ
と
と
な
り
そ
の
条

件
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の
際
交
わ
さ
れ
た
証
文
、

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
「
書
附
之
事
」

（
写
真
７
、
ア
ー
26
ー
12
）
に
は
「
善
四
郎
妻

の
儀
は
筋
目
こ
れ
無
き
人
の
娘
ゆ
え
、
た
と
え

後
ろ
座
古
形
通
り
相
起
き
候
と
も
妻
一
代
は
罷

り
出
申
す
ま
じ
き
事
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
「
善
四
郎
の
妻
は
宮
座
に
出
座
す
る
家
の
出

身
で
は
な
い
の
で
、
古
形
の
通
り
後
ろ
座
が
起 
              

こ
っ
て
も
妻
一
代
は
出
座
し
て
は
い
け
な
い
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
同
様
の
定
め
は
宮
座
メ
ン

バ
ー
の
新
加
入
の
際
も
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
右
衛
門
入
座
の
条
件
を
定
め
た
安
政
六

年
「
　
証
文
之
事
」
（
ア
ー
26
ー
５
）
に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
「
利
右
衛
門
妻
の
儀

は
、
麻
生
津
西
之
脇
村
善
兵
衛
娘
に
て
、
同
村

に
お
い
て
座
筋
目
の
分
家
の
由
に
て
座
送
り
等

も
こ
れ
あ
る
趣
に
候
え
ど
も
、
当
村
に
お
い
て

は
た
と
え
座
中
た
る
と
雖
も
三
、
四
代
も
相
休

み
居
り
候
株
は
座
外
た
る
べ
き
由
言
伝
に
候
ゆ

え
、
後
ろ
座
相
起
き
候
と
も
妻
一
代
は
罷
り
出

申
す
ま
じ
き
事
。
但
し
、
利
右
衛
門
倅
代
よ
り

は
、
諸
事
ほ
か
講
中
同
様
た
る
べ
き
事
。
」
こ

こ
で
は
「
利
右
衛
門
の
妻
は
、
麻
生
津
西
之
脇

村
（
現
那
賀
町
麻
生
津
）
善
兵
衛
の
娘
で
、
善

兵
衛
は
西
之
脇
村
で
宮
座
へ
出
座
す
る
家
の
分

家
で
あ
り
座
送
り
等
も
あ
る
が
、
荒
見
村
で
は

三
、
四
代
も
出
座
し
て
い
な
い
家
は
座
外
で
あ

る
旨
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
後
ろ
座
が

起
こ
っ
て
も
妻
一
代
は
出
座
し
て
は
な
ら
な
い
」 

              

と
定
め
て
い
ま
す
。
荒
見
村
に
は
「
後
ろ
座
」

と
呼
ば
れ
た
、
宮
座
メ
ン
バ
ー
の
妻
達
が
出
座

す
る
座
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。
し

か
し
「
た
と
え
後
ろ
座
古
形
の
通
り
相
起
き
候

と
も
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
は
妻
の
出
座
は
絶

え
て
い
た
よ
う
で
す
。
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は

「
後
ろ
座
」
が
ど
の
よ
う
な
座
で
あ
っ
た
の
か

詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
文
字
通
り
「
後
ろ
側

の
座
」
と
解
す
る
な
ら
、
男
性
の
後
ろ
に
そ
の

妻
が
着
座
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
資
料
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
妻
も

「
座
送
り
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

座
送
り
は
、
紀
ノ
川
流
域
や
泉
南
地
域
の
村
落

に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
資
料
で
、
宮
座
メ
ン
バ

ー
の
家
に
跡
取
り
が
無
く
、
男
性
を
養
子
と
し

て
迎
え
た
時
、
男
性
の
出
身
先
の
宮
座
が
、
そ

の
男
性
の
家
が
宮
座
の
一
員
で
あ
る
事
を
証
明

し
、
養
子
先
の
宮
座
へ
の
加
入
を
認
め
て
も
ら

う
た
め
に
発
給
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
書
式
は
人
別
送
り
状
を

ま
ね
た
も
の
で
し
た
。
北
家
文
書
中
に
も
数
通

の
座
送
り
の
証
文
（
ア
ー
26
ー
２
ほ
か
）
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
百
通
を
越
え
る
座
送
り
を
実
見

し
ま
し
た
が
、
女
性
名
の
も
の
は
存
在
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
の
座
送
り
が
は
た
し
て
、

実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
慣
行
か
ど
う
か
慎
重
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
文
書
の

中
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
女
性
が
座
送
り
の
対
象

と
な
り
、
男
女
と
も
に
座
送
り
証
文
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
事
に
は
、
座
送
り
が
こ
れ
ま
で
主

張
さ
れ
た
よ
う
に
形
式
化
し
て
い
っ
た
と
見
る

よ
り
も
、
宮
座
組
織
を
維
持
す
る
う
え
で
大
変

有
用
性
を
も
っ
て
存
在
し
続
け
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
信
明
） 
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写真6　イベに祈願するツカサ 

写真7　善四郎再出座につき書附 

　
　
　
書
附
之
事 

一
善
四
郎
出
座
之
儀
致
中
絶
有
之 

　
処
今
般
銀
子
百
匁
為
一
樽
料
出
之 

　
只
今
よ
り
出
座
為
致
可
申
事 

一
善
四
郎
妻
之
儀
者
筋
目
無
之
人
之
娘
故 

　
縦
令
後
ロ
座
古
形
通
相
起
候
と
も
妻
一
代
ハ 

　
罷
出
間
鋪
事 

右
之
通
今
般
示
談
之
上
相
調
和
順
ニ 

相
治
リ
候
上
者
後
々
ニ
至
迄
違
乱
有
之
間
鋪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
四
郎
（
印
） 

安
政
五        

　
東
講
中
年
行
司 

　
午
霜
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
次
郎
（
印
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
淳
介
（
印
） 

い
り
お
も
て 

そ
　
な
い 

あ
つ
か
い 

し
ち 

う
た
き 



文 書 館 だ よ り  

7

      

　
当
館
が
実
施
中
の
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状

況
調
査
」
の
調
査
員
研
修
会
が
15
年
12
月
５
日

に
開
催
さ
れ
、
京
都
造
形
芸
術
大
助
教
授
の
尾

立
和
則
氏
と
、
熊
本
県
天
草
市
職
員
の
平
田
豊

弘
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県
内
市
町

村
か
ら
、
市
町
村
史
編
さ
ん
担
当
・
文
化
財
担

当
・
文
書
主
管
課
の
方
々
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
尾
立
和
則
氏
の
講
演
　 

「
古
文
書
の
取
り
扱
い
と
保
存
対
策
」 

　
尾
立
氏
は
、
文
書
・
絵
画
資
料
等
の
修
理
技

術
に
つ
い
て
の
専
門
家
で
す
。
実
際
に
い
た
ん

だ
資
料
を
手
に
と
っ
て
、
そ
の
い
た
み
の
原
因

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
そ
れ
ら
の
様
々
な

環
境
に
応
じ
た
保
存
・
修
理
方
に
つ
い
て
、
簡

易
・
応
急
的
な
方
法
か
ら
よ
り
完
璧
を
目
指
し

た
方
法
ま
で
、
具
体
的
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
近
年
は
修
理
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
だ
け

手
を
加
え
な
い
で
「
現
状
」
を
保
存
し
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

当
館
の
修
復
・
保
存
対
策
に
も
、
大
変
参
考
に

な
る
お
話
し
で
し
た
。 

②
平
田
豊
弘
氏
の
講
演 

「
市
町
村
合
併
と
公
文
書
の
保
存
と
活
用
」 

  

平
成
14
年
４
月
に
開
館
し
た
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
（
文
書
館
）
の
設
立
経
緯
と
理
念
、
市
町
村

合
併
に
向
け
た
公
文
書
保
存
へ
の
取
り
組
み
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
草
地
域
で
は
、

本
渡
市
・
同
館
が
中
心
と
な
り
、
各
市
町
村
公

文
書
の
現
状
調
査
を
行
う
等
、
合
併
に
向
け
様
々

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
館
は
独
自
の
建
物
を
持
っ
た
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
公
文
書
館
と
は
、
必
ず
し
も
専
用

の
施
設
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

開
か
れ
た
行
政
を
目
指
す
た
め
に
も
必
要
な
「
機

能
」
な
の
だ
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

   
　
今
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
10
月
４
日
（
土
）
、

11
日
（
土
）
、
25
日
（
土
）
の
３
回
に
わ
た
っ

て
、
き
の
く
に
志
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
４
日
は
、
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
精

一
氏
が
『
和
歌
山
の
風
土
と
歴
史
』
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
長
い
教
官
生
活
で
の

体
験
談
を
交
え
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
、

郷
土
和
歌
山
の
恵
ま
れ
た
風
土
と
歴
史
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
紀
州
人

の
気
質
の
解
説
と
熊
野
古
道
を
「
ふ
る
み
ち
」

と
呼
ん
で
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
に
は
、
多
く

の
方
が
興
味
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

改
め
て
地
域
に
誇
り
と
自
信
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
11
日
は
、
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
教
授
の
高

嶋
雅
明
氏
が
『
市
町
村
の
誕
生
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
村
落
自
治

か
ら
近
代
市
町
村
へ
の
変
遷
の
様
子
や
、
明
治

22
年
の
市
制
町
村
制
に
よ
っ
て
国
・
地
方
自
治

の
仕
組
み
が
作
ら
れ
、
現
代
の
市
・
町
・
村
が

確
立
し
て
い
く
様
子
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

明
治
初
期
の
一
時
期
に
首
長
選
挙
が
公
選
制
で

あ
っ
た
こ

と
や
、
明

治
政
府
が

地
方
自
治

制
度
確
立

の
た
め
に

幾
度
も
新

し
い
法
律

を
施
行
す

る
様
子
が
、

受
講
者
に

と
っ
て
印

象
深
く
感

じ
た
よ
う

で
し
た
。 

　
25
日
も
、

高
嶋
雅
明

氏
が
『
昭

和
の
市
町

村
大
合
併
』

と
い
う
テ

ー
マ
で
講

演
し
ま
し
た
。
昭
和
28
年
９
月
１
日
に
合
併
促

進
の
た
め
に
３
年
間
の
時
限
立
法
で
発
布
さ
れ

た
「
町
村
合
併
促
進
法
」
、
昭
和
31
年
６
月
30

日
に
新
し
く
で
き
た
市
町
村
の
建
設
支
援
と
未

合
併
町
村
の
合
併
勧
告
の
た
め
に
５
年
間
の
時

限
立
法
で
発
布
さ
れ
た
「
新
市
町
村
建
設
促
進

法
」
を
中
心
に
昭
和
の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。
明
治
期
の
合
併
に
比

べ
る
と
、
強
制
的
な
側
面
は
少
な
く
、
人
口
増

加
や
経
済
発
展
に
よ
っ
て
経
済
的
・
社
会
的
に

一
体
感
が
生
ま
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
町
・
村

が
合
併
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
和
歌
山
県
内
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や

し
た
と
思
わ
れ
る
合
併
の
一
つ
で
あ
る
海
草
郡

初
島
町
や
西
牟
婁
郡
西
富
田
村
の
事
例
か
ら
は
、

合
併
の
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
受
講
者
の
方
々
か
ら
「
開
講
回
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
「
今
後
も
、
も
っ
と
和
歌
山
の
歴

史
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら

に
魅
力
あ
る
講
座
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

安藤名誉教授の講演 

高嶋教授の講演 

平田氏の講演 尾立氏の講演 



     

平
成
15
年
度
も
貴
重
な
歴
史
資
料
・
文
献
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
大
切
に
保
存
し
ま
す
。 

・
貞
木
哲
也
氏 

　
　
明
治
・
大
正
期
の
土
地
売
買
に
関
す
る
証

　
　
書
類
や
大
福
帳
な
ど
94
点 

・
大
岡
　
興
氏 

    

大
正
・
昭
和
初
期
の
教
科
書
79
冊
な
ど
３
１

　
　
５
点 

                       

   

○
　
古
文
書
講
座 

　
開
催
日
　
７
月
下
旬
〜
８
月
下
旬
土
曜
日 

　
回
　
数
　
５
回 

　
申
込
方
法
　
詳
細
は
広
報
紙
等
に
掲
載
　
　 

　
古
文
書
に
関
心
が
あ
り
、
古
文
書
の
基
礎
知

識
を
習
得
し
た
い
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。 

 

○
　
歴
史
講
座 

　
開
催
日
　
10
月
　
土
曜
日 

　
回
　
数
　
３
回 

　
申
込
方
法
　
詳
細
は
広
報
紙
等
に
掲
載 

　
和
歌
山
県
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
　
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査 

　
県
内
の
個
人
の
お
宅
や
蔵
、
寺
社
等
で
保
存

さ
れ
て
い
る
記
録
類
（
古
文
書
等
）
が
ど
こ
に
、

ど
ん
な
状
態
で
あ
る
か
（
保
存
状
況
）
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
平
成
16
・
17
年
度
は
橋
本
市
・

伊
都
郡
と
有
田
市
・
有
田
郡
で
実
施
し
ま
す
。

各
市
町
村
の
調
査
員
が
電
話
・
訪
問
に
よ
り
調

査
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

所
蔵
者
の
方
に
限
ら
ず
、
文
書
の
所
在
を
ご
存

じ
の
方
は
是
非
文
書
館
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
　
パ
ネ
ル
展
示 

　
収
蔵
資
料
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
、
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
３
月
か
ら
は
、
文
書
館
入
口
に
加
え
、

き
の
く
に
志
学
館
の
正
面
玄
関
に
も
展
示
し
て

お
り
ま
す
。 

     

○
　
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に
記

　
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
文

　
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で
で
す
。 

○
　
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
　
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

   

火
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
曜
日
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

５
月
５
日
・
11
月
３
日  

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

   

○
月
曜
日
・
国
民
の
休
日
（
５
月
５
日
・
11
月

　
３
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
月
曜
日

　
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
） 

○
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
） 

○
館
内
整
理
日
（
毎
月
初
日
・
１
月
５
日
・
月

　
の
初
日
が
月
曜
の
と
き
は
翌
日
も
休
館
） 

○
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
６
月
中
に
10
日
間
） 

     

     

和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
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